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※Ｎ７００系は７００系の後継として２００７年７月１日から営業運転を開始しました。

多目的室を改良型ハンドル式電動車いすに対応できる広さへ拡大、多機能トイレ内にオ

ストメイト用設備を新設、公衆電話を７００系までの８ヶ所から４ヶ所に半減、喫煙ル

ームを４ヶ所に設置など、７００系からの変更点が多数あります。 

 

車いす対応座席（次ページの配置図で「Ｈ」と標記） 

１１号車の１２番ＡＢ席（太平洋・瀬戸内海側）が車いすからの乗り移りに便利なよう

肘掛けを跳ね上げることができる構造になっていて、車いす固定用の設備もあります。 

このうち１３番ＡＢ席は２０２２年３月１２日以降、１ヶ月前の発売開始時から指定席

券売機などで購入できるようになったため、健常者が先に購入してしまうと車いすの人

やその同伴者が利用できない問題が発生しています。 

１２番ＡＢ席は引き続き一般席とは別枠で管理され、健常者が購入できない措置が取ら

れています。 

多目的室（次ページの配置図で「Ｍ」と標記） 

改良型ハンドル式電動車いすに対応した構造のものが、１１号車の東京寄り（富士山・

玄界灘側）にあります。 

座席の枕を取り外し座面と背もたれを手前に引き出すと簡易ベッドになります。 

ただしＪＲでは多目的室を車いすの人優先とする運用をしているため、車いす対応座席

の利用が可能な手動の車いすを使用する人が多目的室の利用を希望した場合、急病人や

病弱者が多目的室を利用できないという問題が発生する可能性があります。 

車いす対応トイレ（次ページの配置図で「Ｏ」と標記） 

１１号車の東京寄りに、ベビーベッド（おむつ交換台）、ベビーチェア、オストメイト用

設備などを併設した多機能トイレがあります。 

またすべてのトイレには火災報知器が設置されており、トイレ内でライターを使ったり

喫煙したりすると警報音が鳴るようになっています。 

洗面所 

１１号車の東京寄り（多機能トイレの向かい）に車いす対応構造のものがあります。 

公衆電話 

１２号車の博多寄りに車いす対応構造のものがありましたが、２０２１年６月３０日限

りで廃止されました。 

飲料自動販売機 

２０１４年３月１４日限りで飲料自動販売機の営業を終了しました。 

それ以前は１１号車の博多寄りに車いす対応でない構造のものが設置されていました。 

受動喫煙の発生状況 

Ｎ７００系では全席禁煙ですが、３・１０・１５号車の３ヶ所に喫煙ルームがあり、人

が出入りする際にたばこ煙が通路へ漏れ出すことによる受動喫煙が発生していることが、

営業列車での粉じん濃度測定調査によって判明しています。 

また喫煙ルームが存在することにより、喫煙を終えて自席へ戻ったばかりの人が肺の中

に残っているたばこ煙を呼吸と共に吐き出すことになるため、これに起因する受動喫煙

が、すべての席で発生する可能性があります。 
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乗車・調査の実施記録 

※丸数字は４ページ以降に掲載の写真を撮影した列車を示します。 

①２００７年９月２４日（月曜日、秋分の日の振替休日） 

東京１２時５０分発博多ゆき「のぞみ２９号」（東京駅発車前に調査） 

車両番号・１１号車＝７８６－７０４（ＪＲ東海Ｚ４編成、２００７年・日立製） 

②２０１４年２月８日（土曜日）東京６時００分発博多ゆき「のぞみ１号」 

（全区間を１１号車１２番Ａ席に乗車） 

車両番号・１１号車＝７８６－７０５ 

（ＪＲ東海Ｚ５編成、２００７年・日本車両製） 

③２０１９年６月１１日（火曜日） 

広島６時１３分発東京行き「ひかり４６０号」 

（全区間を１１号車１３番Ｅ席に乗車） 

車両番号：１１号車＝７８６－５７０２ 

（ＪＲ西日本Ｋ２編成、２００７年にＮ２編成として川崎重工で製造、２０１５年の走

行装置改良工事に伴いＫ２編成へと改番） 

④２０２０年８月５日（木曜日）東京６時００分発博多ゆき「のぞみ１号」 

（東京～新大阪間を１１号車１３番Ｅ席に乗車） 

車両番号・１１号車＝７８６－２７４８ 

（ＪＲ東海Ｘ４８編成、２０１０年にＺ４８編成として日本車両で製造、２０１４年の

走行装置改良工事に伴いＸ４８へと改番） 

⑤２０２１年５月２４日（月曜日）東京６時２７分発博多ゆき「ひかり６３１号」 

（東京駅発車前に調査） 

車両番号・１１号車＝７８６－２７４３ 

（ＪＲ東海Ｘ４３編成、２０１０年にＺ４３編成として日立で製造、２０１３年の走行

装置改良工事に伴いＸ４３へと改番） 

⑥２０２１年６月１日（火曜日）東京６時１５分発博多ゆき「のぞみ３号」 

（東京駅発車前に調査） 

車両番号・１１号車＝７８６－２７４１ 

（ＪＲ東海Ｘ４１編成、２００９年にＺ４１編成として日本車両で製造、２０１３年の

走行装置改良工事に伴いＸ４１へと改番） 
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Ｎ７００系（１６両編成）の車内設備の配置図 

（指定席／自由席の区分は「こだま」の場合を示しました） 

 

←博多                     （のぞみ・ひかり・こだま）                     東京→ 

   ①   ②   ③   ④   

   e    e bc  e       e  S e       e b  e       e   

   自   自   自   自   

               

 

  ⑤   ⑥   ⑦   ⑧  

  e       e b  e       e   e      e b C♥ e     e  

  自   自   指   Ｇ  

         k C   

 

 ⑨   ⑩   ⑪   ⑫   

 e       e b  e       e S k e      e M O  e       e   

 Ｇ   Ｇ   指   指   

      k Ｈ      

 

  ⑬   ⑭   ⑮   ⑯    

  e       e b  e       e  S e       e b  e    e    

  自   自   自   自    

               

 

凡例 

指＝普通車指定席    自＝普通車自由席    Ｇ＝グリーン車 

Ｈ＝車いす対応座席                      Ｍ＝多目的室 

Ｏ＝車いす・オストメイト対応トイレ（ベビーベッド、ベビーチェア付） 

ｂ＝車いす非対応トイレ（ベビーベッド付） 

ｃ＝車いす非対応トイレ（ベビーチェア付） 

Ｃ＝車掌室                              ｋ＝車内販売準備室 

♥＝ＡＥＤ（自動体外式除細動器）        Ｓ＝喫煙ルーム 

ｅ＝緊急停止ボタン（インターホン機能無し） 

斜字＝受動喫煙が発生する可能性がある禁煙車 
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東海道～山陽新幹線Ｎ７００系 ⑤ 

Ｎ７００系の車体側面のロゴ 

Ｎ７００Ａと同様の走行装置への改造後に 

小さな「Ａ」が追加されたもの ⑤ 

  

 

 

Ｎ７００系１１号車の車いす対応座席 ④ Ｎ７００系の車いす対応座席の 

車いす固定用ベルト ④ 
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Ｎ７００系１１号車の 

バギー（車内専用車いす）格納庫 

（左奥の車いすマークの部分） 

画面右端は多目的室 ④ 

Ｎ７００系１１号車の多目的室 ④ 

 

 
Ｎ７００系の多目的室の案内掲示 

体の不自由な方が乗車しているときには 

授乳などでの利用ができないことがわかる 

右下には点字での案内文も見える ④ 

Ｎ７００系の多機能トイレ 

天井中央の丸い物が火災報知器 ④ 
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Ｎ７００系の多機能トイレ内の 

オストメイト対応設備 ④ 

左の写真の上部に見えている 

オストメイト対応設備の案内掲示 

洗浄水のタンク容量が小さいことへの 

注意喚起がされている ④ 

  

  
Ｎ７００系の車いす対応洗面所 ④ ２０１４年３月までＮ７００系の 

１１号車に設置されていた飲料自動販売機 

（車いす非対応、現存せず） ① 
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Ｎ７００系４号車の 

車いす非対応公衆電話（現存せず） ⑤ 

Ｎ７００系１２号車の 

車いす対応公衆電話（現存せず） 

電話機設置台が４号車の物より低い ⑤ 

  

  
Ｎ７００系１１号車の 

列車非常停止ボタン 

（左上の号車番号表示の下） 

画面右下が車いす対応座席 

車いすの人は手が届かない高さ ④ 

左の写真の非常停止ボタン ④ 

 


